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そ
の
後
の
〈
太
宰
治
〉

本
書
は
出
版
側
の
視
点
か
ら
出
発
し
、
入
水
自
殺
に
よ
る
第
一
次
ブ
ー

ム
か
ら
現
在
ま
で
、
〈
太
宰
治
〉
と
い
う
作
家
の
受
容
の
有
り
様
及
び
変

遷
を
時
代
の
流
れ
に
沿
い
な
が
ら
考
察
し
て
い
る
。
滝
口
氏
に
よ
る
と
、

著
書
の
発
行
部
数
か
ら
す
れ
ば
、
生
前
の
太
宰
治
は
本
当
の
意
味
で
人
気

作
家
で
あ
っ
た
と
は
言
い
難
い
と
い
う
。
そ
れ
は
現
在
の
太
宰
治
と
い
う

作
家
イ
メ
ー
ジ
と
は
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
と
言
え
る
。
彼
は
如
何
に
人

気
作
家
に
な
っ
た
の
か
。
そ
こ
に
は
作
品
の
優
劣
以
外
に
要
因
が
あ
る
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
目
次
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
滝
口
氏
は
歴
史

的
な
視
座
を
も
ち
、
〈
太
宰
治
〉
と
い
う
作
家
イ
メ
ー
ジ
の
形
成
過
程
及

び
各
時
代
の
受
容
状
況
を
追
遡
し
て
い
る
。
こ
こ
で
構
想
さ
れ
て
い
る
の

は
、
太
宰
治
個
人
の
受
容
史
で
あ
る
と
同
時
に
、
戦
後
日
本
の
経
済
発
展

や
政
治
状
況
が
絡
ん
だ
文
学
史
で
も
あ
る
。

第
一
部
は
入
水
自
殺
の
一
九
四
八
年
と
筑
摩
書
房
版
の
『
太
宰
治
全

集
』
第
一
巻
の
刊
行
の
一
九
五
五
年
と
い
う
二
つ
の
時
点
に
巻
き
起
こ
っ

た
太
宰
ブ
ー
ム
を
対
象
と
し
て
、
〈
太
宰
治
〉
が
人
気
作
家
と
し
て
定
着

し
て
い
く
経
緯
や
要
因
を
検
討
し
て
い
る
。
一
九
四
八
年
、
戦
争
未
亡
人

の
山
崎
冨
栄
と
の
入
水
自
殺
と
い
う
事
件
を
き
っ
か
け
に
、
当
時
の
エ
リ

ー
ト
を
中
心
と
す
る
少
数
の
愛
読
者
し
か
持
た
な
か
っ
た
太
宰
治
は
、
そ

の
名
が
急
速
に
全
国
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
尤
も
、
知
名
度
が
大

き
く
高
ま
っ
た
と
は
い
え
、
実
際
は
そ
の
ス
キ
ャ
ン
ダ
ラ
ス
な
事
件
、
及

び
太
宰
の
死
因
だ
け
に
興
味
を
持
っ
て
い
た
人
が
多
勢
で
あ
っ
た
と
指
摘

さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
へ
の
社
会
的
な
関
心
は
一
時
的

な
も
の
で
あ
り
次
第
に
薄
く
な
っ
て
い
く
。
没
後
の
太
宰
が
人
気
作
家
へ

と
登
り
つ
め
て
い
く
過
程
に
は
、
太
宰
及
び
太
宰
文
学
と
深
く
関
わ
っ
て



い
た
戦
後
の
編
集
者
た
ち
の
果
た
し
た
役
割
が
大
き
か
っ
た
。
彼
ら
の
多

く
は
戦
時
中
か
ら
の
太
宰
作
品
の
愛
読
者
で
あ
っ
た
。
中
で
も
、
筑
摩
書

房
社
主
で
あ
る
古
田
晃
の
存
在
に
よ
っ
て
こ
そ
、
一
九
五
五
年
の
筑
摩
書

房
版
『
太
宰
治
全
集
』
の
誕
生
が
あ
っ
た
こ
と
を
滝
口
氏
は
明
ら
か
に
し

て
い
る
。
そ
れ
を
端
緒
と
し
て
、
ス
キ
ャ
ン
ダ
ラ
ス
な
話
題
か
ら
離
れ
た

第
二
次
太
宰
ブ
ー
ム
も
始
ま
っ
た
。
終
戦
の
頃
に
、
表
面
的
に
は
太
宰
に

反
発
し
つ
つ
も
言
及
を
繰
り
返
し
た
三
島
由
紀
夫
や
、
本
格
的
な
太
宰
研

究
を
開
い
た
と
い
え
る
奥
野
健
男
ら
、
さ
ら
に
「
第
三
の
新
人
」
に
代
表

さ
れ
る
「
戦
中
派
」
な
ど
、
当
時
の
二
十
代
の
若
者
た
ち
が
、
太
宰
及
び

太
宰
文
学
へ
の
注
目
を
大
き
く
呼
び
起
こ
し
た
存
在
で
あ
る
。
滝
口
氏
は

中
で
も
、
一
番
の
戦
争
犠
牲
者
と
呼
ば
れ
る
「
戦
中
派
」
に
代
表
さ
れ
る

若
者
た
ち
を
取
り
上
げ
、そ
の
無
気
力
や
ニ
ヒ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
姿
勢
が
、

太
宰
文
学
に
お
け
る
虚
無
や
デ
カ
ダ
ン
ス
に
生
き
て
い
る
青
年
の
姿
と
共

通
し
て
い
る
と
述
べ
て
い
る
。
第
二
次
の
太
宰
ブ
ー
ム
は
実
に
そ
う
し
た

戦
中
派
を
中
核
と
し
て
展
開
し
た
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

第
二
部
は
第
一
部
と
ほ
ぼ
同
じ
時
期
を
扱
っ
て
い
る
が
、
主
に
〈
太

宰
治
全
集
〉
を
中
心
に
展
開
さ
れ
て
い
る
。
一
九
四
八
年
に
八
雲
書
店
か

ら
刊
行
さ
れ
た
『
太
宰
治
全
集
』
の
中
絶
や
、
創
藝
社
か
ら
刊
行
さ
れ
た

近
代
文
庫
版

の
『
太
宰
治
全
集
』
の
不
完
全
さ
を
へ
て
、
一
九
五
五
年

に
本
格
的
な
『
太
宰
治
全
集
』
が
筑
摩
書
房
に
よ
っ
て
刊
行
開
始
さ
れ
、

さ
ら
に
第
十
一
次
ま
で
続
い
て
い
っ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
底
本
が
異
な
り
、

ど
の
版
本
が
作
者
の
真
意
を
表
し
て
い
る
の
か
と
い
う
問
題
が
指
摘
さ
れ

て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
第
三
章
で
は
、
太
宰
文
学
と
検
閲
と
の
関
係

が
詳
し
く
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
一
般
的
に
は
、
検
閲
を
被
る
前
の
本
文
、

つ
ま
り
改
稿
さ
れ
る
前
の
本
文
が
「
正
し
い
」
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
故

に
、
作
者
の
「
真
の
姿
」
を
現
す
た
め
に
、
筑
摩
書
房
版
の
『
太
宰
治
全

集
』
は
そ
の
「
正
し
い
」
本
文
を
採
用
し
た
。
し
か
し
、
滝
口
氏
は
そ
の

「
正
し
さ
」
に
疑
問
を
呈
す
る
。
戦
時
下
に
い
る
作
者
は
自
分
の
作
品
を

流
通
さ
せ
る
た
め
、
意
識
的
に
、
あ
る
い
は
無
意
識
的
に
検
閲
に
配
慮
し

な
が
ら
創
作
を
続
け
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
一
方
で
そ
の
こ
と
が
、

太
宰
文
学
の
原
稿
と
改
稿
を
め
ぐ
る
研
究
に
多
彩
な
可
能
性
を
も
た
ら
し

て
き
た
と
い
う
側
面
も
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

続
い
て
、
一
九
六
〇
年
代
か
ら
一
九
七
〇
年
代
に
か
け
て
、
本
格
的

な
高
度
経
済
成
長
期
に
入
る
と
同
時
に
、
第
一
次
ベ
ビ
ー
・
ブ
ー
ム
や
急

速
な
都
市
化
、
マ
ス
プ
ロ
教
育
な
ど
の
社
会
状
況
も
現
れ
て
き
た
。
そ
の

背
景
に
お
い
て
、
太
宰(

文
学)

が
教
科
書
や
卒
論
に
登
場
し
、
太
宰
研
究

を
め
ぐ
る
批
評
の
視
点
も
作
家
の
思
想
か
ら
作
品
の
文
体
へ
と
転
換
し

た
。
一
九
六
〇
年
代
後
半
の
第
三
次
太
宰
ブ
ー
ム
に
、
太
宰
に
関
す
る
演

劇
が
公
開
さ
れ
、
山
崎
富
栄
の
イ
メ
ー
ジ
が
変
化
し
、
「
無
頼
派
」
も
再

評
価
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
全
共
闘
運
動
下
に
お
け
る
太
宰

の
若
い
愛
読
者
た
ち
、
当
時
、
文
壇
の
中
心
と
な
っ
て
い
た
「
第
三
の
新

人
」
と
の
比
較
、
読
書
感
想
文
に
お
け
る
太
宰
治
な
ど
、
様
々
な
面
で
太

宰
に
ま
つ
わ
る
新
た
な
動
向
が
生
じ
、
再
び
太
宰
フ
ァ
ン
が
大
量
に
出
現

し
て
く
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
第
三
部
に
詳
し
く
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

終
章
は
第
三
次
太
宰
ブ
ー
ム
か
ら
現
在
に
か
け
て
の
〈
太
宰
治
〉
を

取
り
上
げ
て
い
る
。
一
九
七
〇
年
代
以
来
、
各
出
版
社
の
文
庫
へ
の
参
入
、

個
人
全
集
に
お
け
る
「
作
者
」
と
い
う
概
念
の
稀
薄
化
な
ど
、
出
版
業
界

及
び
読
者
層
の
新
た
な
傾
向
が
出
て
き
た
。
一
九
九
八
年
の
第
十
一
次
ま



で
に
続
い
た
筑
摩
書
房
版
の
『
太
宰
治
全
集
』
の
刊
行
や
、
文
庫
版
や
ア

ン
ソ
ロ
ジ
ー
版
と
い
う
新
た
な
読
書
形
態
の
浸
透
を
背
景
に
、〈
太
宰
治
〉

の
読
者
層
も
ま
た
拡
大
さ
れ
て
い
く
。
そ
し
て
サ
ブ
カ
ル
チ
ャ
ー
・
ポ
ス

ト
モ
ダ
ン
な
ど
が
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
八
〇
年
代
以
降
、〈
太
宰
治
〉

と
い
う
作
家
の
イ
メ
ー
ジ
も
「
滑
稽
」
や
「
か
る
み
」
、
或
い
は
ポ
ス
ト

モ
ダ
ン
の
作
家
と
し
て
捉
え
直
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
。
特
に
ゼ
ロ

年
代
以
降
、
映
画
や
漫
画
、
ア
ニ
メ
、
ケ
ー
タ
イ
小
説
な
ど
の
多
様
な
メ

デ
ィ
ア
形
式
と
繋
が
っ
て
現
わ
れ
、
〈
太
宰
治
〉
は
ま
た
多
彩
な
側
面
を

見
せ
て
い
る
。

以
上
の
滝
口
氏
の
論
説
か
ら
、
太
宰
治
は
如
何
に
人
気
作
家
へ
と
辿

り
着
い
て
い
く
か
と
い
う
こ
と
の
経
緯
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
と
同
時

に
、
そ
の
作
家
イ
メ
ー
ジ
が
大
き
く
変
わ
っ
て
き
た
こ
と
も
伺
え
る
。
特

に
ゼ
ロ
年
代
に
入
っ
て
か
ら
、
二
〇
〇
七
年
、
集
英
社
文
庫
版
『
人
間
失

格
』
の
カ
バ
ー
を
「
デ
ス
ノ
ー
ト
」
で
知
ら
れ
る
漫
画
家
・
小
畑
健
に
よ

る
イ
ラ
ス
ト
に
替
え
た
こ
と
を
端
緒
に
、
様
々
な
表
紙
の
付
さ
れ
た
『
人

間
失
格
』
及
び
そ
れ
に
伴
っ
て
現
れ
て
く
る
名
作
の
「
ジ
ャ
ケ
買
い
」
、

ケ
ー
タ
イ
小
説
や
漫
画
と
し
て
の
再
版
、
同
名
映
画
の
全
国
公
開
な
ど
、

太
宰
治
と
い
う
作
家
は
と
り
わ
け
『
人
間
失
格
』
に
拘
わ
っ
て
再
登
場
し

て
く
る
と
い
え
る
。
さ
ら
に
、
太
宰
自
身
も
漫
画
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
し

て
登
場
し
た
。
ラ
イ
ト
ノ
ベ
ル
や
漫
画
が
文
化
に
お
い
て
担
う
と
こ
ろ
の

大
き
い
現
代
に
お
い
て
、
時
代
を
問
わ
な
い
普
遍
的
な
作
品
性
の
み
な
ら

ず
、
作
家
の
人
物
像
が
再
評
価
の
対
象
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
生
前
か
ら

一
九
七
〇
年
代
に
か
け
て
、
エ
リ
ー
ト
で
あ
る
旧
制
高
校
の
学
生
を
中
心

と
し
た
文
学
青
年
た
ち
と
い
う
最
初
の
〈
太
宰
〉
フ
ァ
ン
か
ら
、
感
想
文

で
太
宰
作
品
を
取
り
上
げ
る
学
生
た
ち
に
至
り
、
多
彩
な
形
で
話
題
と
な

っ
た
〈
太
宰
〉
は
段
々
と
人
気
作
家
の
座
へ
と
辿
り
着
い
て
い
く
。
し
か

し
歴
史
の
影
を
帯
び
な
が
ら
も
変
わ
る
こ
と
が
な
い
の
は
、
や
は
り
そ
の

読
者
層
が
若
者
た
ち
を
中
心
と
し
て
い
る
と
い
う
点
で
あ
ろ
う
。
一
番
の

戦
争
犠
牲
者
で
あ
れ
、
「
か
ら
っ
ぽ
」
の
〈
現
代
的
不
幸
者
〉
で
あ
れ
、

太
宰
文
学
に
お
け
る
登
場
人
物
の
イ
メ
ー
ジ
に
は
、
共
通
し
て
汎
時
代
的

な
無
力
感
や
弱
さ
、
空
虚
感
が
つ
き
ま
と
っ
て
い
る
。
そ
う
い
っ
た
登
場

人
物
へ
の
共
感
や
、
或
い
は
太
宰
と
い
う
作
家
自
身
の
〈
誠
実
〉
や
〈
純

粋
さ
〉
が
、
若
い
読
者
を
引
き
つ
け
続
け
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
し
か
し

一
方
、
第
三
次
太
宰
ブ
ー
ム
以
来
、
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
作
家
か
ら
、
「
戦
時

下
の
ラ
イ
ト
ノ
ベ
ル
ズ
作
家
」（
大
塚
英
志
『
更
新
期
の
文
学
』、
春
秋
社
、
平
十

七
）
を
経
て
、
今
や
〈
イ
ケ
メ
ン
〉
〈
萌
え
〉
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
し
て
の

〈
文
豪
〉
へ
、
と
太
宰
治
の
作
家
イ
メ
ー
ジ
も
時
代
に
応
じ
て
大
き
く
変

わ
っ
て
き
た
と
い
え
る
。
漫
画
家
・
古
屋
兎
丸
に
よ
る
『
人
間
失
格
』
や

青
い
文
学
シ
リ
ー
ズ
に
よ
る
テ
レ
ビ
ア
ニ
メ
『
人
間
失
格
』
、
漫
画
『
文

豪
ス
ト
レ
イ
ド
ッ
グ
ス
』
に
登
場
す
る
「
太
宰
治
」
な
ど
の
よ
う
に
、
地

域
振
興
の
切
り
札
と
な
っ
て
い
る
事
例
が
本
書
で
も
紹
介
さ
れ
て
い
る

が
、
小
説
作
品
が
漫
画
化
や
ア
ニ
メ
化
さ
れ
、
作
家
が
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
化

さ
れ
る
な
ど
、
〈
太
宰
治
〉
が
〈
現
役
作
家
〉
で
あ
る
と
同
時
に
、
商
品

と
し
て
の
性
格
を
持
っ
て
い
る
こ
と
は
特
に
注
目
さ
れ
て
よ
い
。
ハ
イ
カ

ル
チ
ャ
ー
か
ら
サ
ブ
カ
ル
チ
ャ
ー
へ
の
流
れ
の
中
で
、
ま
た
「
作
者
」
と

い
う
概
念
が
段
々
と
稀
薄
化
し
て
い
く
時
代
に
お
い
て
、
〈
太
宰
治
〉
の

イ
メ
ー
ジ
は
既
に
た
だ
の
〈
作
家
〉
と
は
言
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
滝
口
氏

の
論
説
は
主
に
高
度
経
済
成
長
期
ま
で
を
取
り
上
げ
て
い
る
が
、
終
章
で



紹
介
さ
れ
る
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
ゼ
ロ
年
代
以
降
の
サ
ブ
カ
ル
チ
ャ
ー
の

文
脈
に
お
け
る
現
在
進
行
形
の
受
容
動
向
が
、
今
後
〈
太
宰
治
〉
像
研
究

の
新
た
な
課
題
と
な
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
様
々
な
媒
体
で
多
様
に

展
開
さ
れ
る
〈
太
宰
〉
の
姿
を
拾
い
上
げ
て
い
く
に
あ
た
っ
て
は
、
太
宰

作
品
の
中
で
も
漫
画
や
映
画
で
の
登
場
頻
度
が
飛
び
抜
け
て
高
い
小
説

『
人
間
失
格
』
に
か
か
わ
る
動
向
が
、
特
に
重
要
な
切
り
口
と
な
る
で
あ

ろ
う
。

本
書
は
太
宰
治
に
ま
つ
わ
る
作
家
論
や
作
品
論
か
ら
飛
び
出
し
、
歴

史
的
な
地
平
を
導
入
す
る
こ
と
に
よ
り
、
経
済
や
政
治
の
発
展
、
文
壇
の

動
向
、
メ
デ
ィ
ア
言
説
、
国
語
教
育
な
ど
、
全
社
会
の
状
況
を
統
括
す
る

歴
史
的
な
各
情
報
を
盛
ん
に
絡
み
こ
ま
せ
な
が
ら
、
各
時
代
に
お
け
る
太

宰
治
の
作
家
イ
メ
ー
ジ
及
び
そ
の
形
成
原
因
を
浮
き
彫
り
に
し
て
い
る
。

太
宰
研
究
に
と
っ
て
非
常
に
有
益
な
研
究
書
で
あ
る
。

（
二
〇
一
六
年
六
月

ひ
つ
じ
書
房

三
三
七
頁

三
四
〇
〇
円
＋
税
）

（
九
州
大
学
大
学
院
地
球
社
会
統
合
科
学
府
修
士
課
程
一
年
）


